
 
 

地域子ども・子育て活動支援助成事業 実施報告書（別紙２） 

 

 

団体名 
スマイル食堂 

 

 

取組の名称 
スマイル食堂 

実施場所 
川崎市幸区北加瀬 3-12-7 

対象地域 
川崎市・幸区、中原区 

対象地域の 

特色・課題 

・大型共同住宅の建設等により、区内では子育て世帯の転

入が増加しており、その子どもたちや保護者を地域におい

てどのように受け入れ、また、支援を行っていくのかが課

題となっています。 
↳共働き家庭の増加も見られます。 
・子育て支援ニーズの高まりにより、これらの施設を活用

した父親の育児参加や、ボランティア・保護者同士の交流

推進など、地域における総合的な子育て支援施策の推進も

求められています。これらのネットワーク化も含めて、子

育てを地域で支える総合的なしくみづくりも必要となって

います。 
・近隣に小学校・中学校が何校かあり子育て世代が多い地

域だと思います。 
 

取組の趣旨・目的 

・ひとり親家庭、貧困の家庭に少しでも助けになれるよう 
自分たちが行えることとして、子供食堂を実施しています。 
・ひとり親家庭、貧困の家庭などで 
食事を満足に食べられない子供たちに 
無料で食事を提供し、生活の安心、居場所を提供出来れば

と思っています。 
・共働き家庭の子供たちに、共食の場所を与える。 



・家庭や学校以外で、食を通じて人とのつながりが生まれ

る共生食堂を目指す。 
 

実施内容・実施ス

ケジュール 

子ども食堂： 
毎週月曜日～金曜日の 
平日 17：00～19：00 で開催しました。 
 
季節のイベント： 
食事、お菓子掴み取りなど無料提供 
2 月節分、3 月ひな祭り、5 月こどもの日、 
7 月夏祭り、11 月ハロウィン、12 月年末イベント 

 



 

 



参加者の年代 
未就学児、小学生、

中学生、保護者 
定員 

（１回あたり） 
1 度に食事できる

人数は、17 名 

実施頻度 
月曜日～金曜日の 
平日 

活動日数 

（年間） 
208 日 

スタッフ体制 

3～4 人のスタッフを交代で開催しました。 
利用者が多い日は、2 人～3 人、 
イベント時はボランティア含めて、 
10 人～15 人で開催いたしました。 
 

連携する団体・ 

連携の手法 

・かわさきイベントアプリにイベント情報配信 
・子育て支援情報サービス神奈川に掲載 
・イベント開催ポスターを児童館に貼付 
・SNS、ポスティングでの周知 

取組実施により 

見込まれた効果 

・共働き世帯、ひとり親家庭の孤食を防止すること、 
人と食事を摂る楽しさ 
・兄弟が多いひとり親家庭の経済的支え 
・イベントを行うことで、近隣の方に 
スマイル食堂の存在を知ってもらう機会が増えた 
・チラシを近隣住居に配布することで、 
スマイル食堂の存在を知っていただくことができた。 
・SNS を活用しメニュー、イベント情報の配信を 
することで利用者が増えた。 
・食事をお腹いっぱい食べる幸せ、 
家庭では出ないメニューを食べる幸せ 
・イベントに参加される親同士の交流 
・父子家庭で食事を作る時間が取れない家庭の支え 

 


